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令和７年度 第１0回「白山市ミライ会議」会議概要 

 

 

 

日 時：令和 7年 7月２6日（土） １９：００～ 

場 所：かわち保健センター  

参加者：10名 

 

◆ 地区で 18年前から活動している団体を母体にまちづくり協議会を設立したので、

スムーズに協力し合って活動できています 

（参加者） 

河内地区では、18年ほど前に団体代表者連絡協議会という組織を作りました。7つの委員会を

作り、農業関係、商業関係、教育関係、それぞれの委員会で地区の検討すべきものを話しながら、

いろいろな事業をやっていました。その中では、草刈りや、スクール見守り隊、餅つき大会等みんな

が集まれるようなことも実施しました。 

それを母体として発展的に河内地区まちづくり協議会を設立しました。3つの部にして、総務企

画部と環境福祉部と生涯学習部をつくりました。生涯学習部は、旧来の公民館の活動を今後もそ

こでやってもらうことにしました。環境福祉はその名の通り、それ以外のことは総務企画ということ

で始めています。長い実績があるので、80人ほどの会員からの年会費と地区に関係する企業か

らは寄付をいただき、それを財源に講演会などの活動をしてきました。 

皆さんが各部門で協力的に実施してきた実績があるので、河内地区まちづくり協議会へ移行し

ても、そこまで違和感がなくスムーズにやっています。今、公民館の生涯学習部が入ってきましたの

で、それに合わせて、コミュニティセンターの職員も協力的に事業に参加していただき、積極的にや

ってもらっています。私は会長 1年目ですけれども、苦労はしておりません。 

 

※会話の順番を入れ替えたりまとめたりしています。 

※制度などの説明は、会議開催時点のものです。 
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◆ 人口増加のために、空き家の活用や交通インフラの整備など、子育て世代が定住し

やすい施策をお願いします 

（参加者） 

河内地区は合併当時から 2割以上の人口が減りました。前は 1200人でしたが、今は 900人

前後で 300人が減っています。子育て世代や若者が出ていき、限界集落になっているところもあ

りますし、高齢者のみの世帯が多い中では、なおさら減っていくだけです。人口を増加する施策を

考えていただきたいなと思います。 

定住促進ということで、市から補助を出していますね。そういったものでもいいですが、町にいた

人が定年になり、都会で住むのは煩わしいということで白山ろく地域に来られたりしますが、あまり

嬉しくないです。こちらも全体としてのルールがあります。来たからには祭りにも参加していただい

て、地区としてのまとまりで行動して、少ない中でみんなが助け合って寄り添いながらやっています。

今、売れた空き家が、購入された方と違う人が使っているようで、又貸しや転売などを心配しなが

ら、地域で見守っています。 

どうしても雪が多く、雪かきをして仕事に行って帰ってきたらまた雪が積もっているという状態な

ので現役の人でも大変です。そういった環境がどうしても大変なところがあります。そういったこと

で若い人が出ていくのは辛いことです。 

そのような中でどうしたらいいかということですが、1つは、空き家の活用です。市で空き家情報

を公表し、橋渡しをして、子育て世代を中心に入っていただくようなことはできませんか。また、教

育環境や買い物、交通の面等が悪いと子育て世代は増えません。その辺りをトータルに考えて、こ

こに入ってくる若者、子育て世代の人が来やすいような環境のために何か施策を打っていただけ

ればありがたいなと思います。 

 

（市長） 

子育て世代に関する取り組みはいろいろやっていますが、定住のために空き家対策は重要です

ね。先日、白山ろくの空き家情報から、もうすぐ出産されるご夫婦が入りました。少しずつ増えてい

くのではないかと思います。定住促進の補助金については、新築の場合は、白山ろく地域は補助金

を平野部よりも割り増しにしています。 

白山ろく地域ではどこも話題となりますが、高校へ行く時点で、例えば野々市だったり金沢だっ

たりに行く方が多いとも聞きますので、高校への通学方法に何かしら良い手立てはないかと思って

います。 

また、病院に通うにはコミュニティバスが走っていますが、そんなに頻繁に走るわけではないの

で、そのような交通インフラの整備の必要性の話もありました。いわゆるライドシェアという形で、予

約をして誰かが運転して送迎するようなものも、他自治体で取り入れているところがあります。 

人口減少の対応として、最近の考え方で交流人口、関係人口を増やそうというものがあります。

市内では大学生が活躍している町内会や地区が増えています。今日はC.C.Z.フェスティバルを

行っていますが、金沢大学の学生が 20人以上ボランティアをしてくれています。また、小中学校と

連携をしながら、子どもたちと地域が一体となってやっているところもあります。 
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（参加者） 

製造業とか商業施設など、働く場が白山ろくにできて、それで何か新しくやろうと家を求めていく

ということであれば人が増えると思いますが、何かいい方法はないでしょうか。 

 

（市長） 

企業さんも様々ですが、どうしても高速道路など輸送しやすい場所に工場は立てたいでしょうし、

あとは冬場の心配もされますね。白山ろく全体では、大きな企業でなくとも、お店を開いたというよ

うなことはありますね。 

 

 

◆ コミュニティバスで買い物や通院、鶴来駅に行けるルートにしてほしいです 

（参加者） 

コミュニティバスは、今のままでは乗る人がいません。河内地区の中を回っていても誰も乗らな

いので、鶴来地区までルートを延ばして、病院と買い物、そして鶴来駅まで行ってくれたら、子ども

たちも乗ると思います。柔軟なお考えをしていただけたらいいかなと思います。 

先ほどライドシェアというものも出ましたが、お年寄りがいちいち電話してというのはなかなか難

しいので、決まった時間で運行するものを考えていただければいいかなと思います。吉野谷も鳥越

も同じではないでしょうか。 

 

（市長） 

ルートについては、検討します。 

 

 

◆ 河内小学校や鳥越中学校へ、市内全域から通学できるような仕組みとしてはどう

ですか 

（参加者） 

かわちこども園は人気があり、半数ほどの子どもが鶴来などから通園しています。園長をはじめ

職員の皆さんが自然を活かした体験活動などに力を入れてくださっているおかげです。しかし、こ

ども園に 10人いても河内小学校に進むのは 4〜5人といった状況で、その先の鳥越中学校へ進

学する子も全員ではありません。 
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（市長） 

子育て支援についてはさまざまな施策を行っています。白山市では医療費が 0歳から 18歳ま

で無料で、そのために年間 5億円以上の予算を投入しています。また、2人目以降の保育料は無

料です。こうした環境作りは進めていますが、先ほども触れたように、自然豊かなところで暮らした

いという希望があっても、高校生の通学は課題になると思います。 

 

（参加者） 

これまでの考え方だと、住んでいる地区ごとに通う小学校が決まっています。しかし、自然の中

でのびのび育てたいという希望があるなら、例えばかわちこども園に通っている子がそのまま河内

小学校に行きたいと言えば、その希望を聞いてもらえるようにしてほしいと思います。 

先日、小学校の自然体験活動を見学しましたが、普段は学校に行きづらく暗い表情の子が、生

き生きと自然を楽しんでいる姿がありました。やはり自然の中で学ぶことは多いですし、不登校の

子どもが多い現状を踏まえ、手を差し伸べるというか、希望すれば河内へ通えるなどの施策があれ

ば、一歩を踏み出せる子が増え、一石を投じられるのではないでしょうか。 

 

（市長） 

学びの多様化学校という制度もあり、学校に行きづらいなどの理由があれば、別の学校に行くこ

とは可能です。教育委員会でも検討しており、そのような学校にするという方法もあります。その場

合に、住んでいただけるかというと分かりませんが。 

金沢市では、市内であれば学区外からでも通っていいという特認校の制度を導入しています。

そういう事例も参考に、自然豊かな方に行かせたい場合は学区外であってもお受けできるような

制度を行っていくこともよいと思います。 

かわちこども園に来ていて、このまま河内小学校に入りたいという方はいらっしゃいますか。 

 

（参加者） 

鶴来に住んでいる家庭は朝日小学校の方が通いやすいという思いがありますし、今は「朝日小

に行かなければいけない」といった感覚のようです。 

 

（参加者） 

河内は交通の不便さや冬季の積雪などハード面の課題があるため、改善がないと人口は増えに

くいです。地区外からかわちこども園に来た子どもが、ポテンシャルを伸ばしていけるような工夫と、

そのまま小学校までいける形の工夫と、もちろん交通インフラ整備や、雪対策も必要だと思います。 
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（参加者） 

鳥越中学校に行って、やりたい部活がなかったり、同性の同級生が自分だけとなったりして、ご

両親も、仕事のついでに鶴来駅などへ送迎ができるということで、鶴来地域や金沢市内の中学校

に行く子どももいます。今年河内小学校から鳥越中学校に進学したのは 1人でした。 

 

（参加者） 

私の子どもも河内小学校を卒業して鶴来中に通いました。部活の選択の関係で鶴来に行ったの

ですが、部活を辞めると戻らなければならないのではという焦りもあり、少し心配しました。 

多様な選択肢を示すのであれば、「どこに行ってもいい」と伝え、各学校からの情報発信を強め

るべきだと思います。河内の良さを積極的にアピールし、交通インフラの厳しさも踏まえながら、保

護者が「行っていいんだ」と安心できるようにすることが大切です。卒業の時に「自分はこの学校に

行きます」と胸を張って言える雰囲気にまで高められればよいと思います。 

 

（市長） 

「どこへ行ってもいい」という仕組みはかつて金沢市でも行われていました。毎年、来年行きたい

中学校の希望を取り、人数調整をしていました。学校の規模は均一ではないので、人気校は定員

を超える場合があり、その調整が必要になります。その制度は現在は行っていませんが、同様の仕

組みを検討するのも一つの方法でしょう。 

基本的には地番で校区が決まっているため、別の学校へ行く場合にはそれなりの理由が求めら

れます。例えば、A校にない部活動が B校にあれば、部活動参加を理由に通学を許可することが

あります。しかし、B校で部活動を辞めたらどうするかという課題も出てきます。  

最近部活動の地域展開の話もあり、学校によっては部活動に必ず入らなければならないという

考え方は薄れてきています。無理して部活に入らなくてもよく、習い事としてがんばっている子も多

いですね。スポーツでは既に広域からメンバーを募っていることも多く、注目されるチームもありま

す。 

先ほどご提言いただいたように「どこに行ってもいい」といった制度を進めれば、白山ろくの学校

を選ぶ方が増える可能性もあります。そうした点も含めて検討していくのもいいかなと思います。 

 

 

◆ 高校生の通学手段の確保に石川線の維持が大変重要です 

（参加者） 

学校の話では、子ども達が金沢の高校に通っていたので、鶴来駅まで家族で送迎していました。

上の子が乗っていた便が、下の子のときにはなくなっていて、便数が徐々に減っています。電車の

存続は 2年ほど前から話題になり、「10年後にはなくなるのでは」といった話もありましたが、そう

なると高校通学への影響は大きいです。 
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電車をしっかり維持していくことが必要ですが、私たちではできない部分なので、行政でしっか

り維持する仕組みが整えば、高校への通学手段は最低限確保できると思います。代替バスという

話もありますが、時間が読みづらいのが問題です。 

 

（市長） 

ご承知の通り、石川線については、上下分離方式を採用することとし、市としても相応の負担を

負って存続させていきます。金沢市や野々市市も負担をしており、対応を進めています。 

先日、北陸鉄道さんからは、市からの補助が大変助かっているとお聞きしました。とはいえ、今後

10年先にどうなるかは利用者数の増減にかかっています。最近は利用者が徐々に増えているとい

う話で、今後も利用者が順調に増えることを期待しつつ、新しい車両など、必要な設備更新なども

進めていきたいと考えています。 

 

 

◆ 森林環境税を活用して、獣害対策や、登山道や林道の整備を行ってはいかがでしょ

うか 

（参加者） 

白山市では森林環境税（森林環境譲与税）が導入されていますね。ご存じのとおり、山ではクマ

やサル、イノシシの出没で困っています。毎日のように注意放送があり、子どもたちが歩いて登下

校できないため、現在はバスで行っています。注意喚起の放送はありがたいのですが、例えばドロ

ーンを活用して、どの場所にどの動物がどのように動いているかを観察・把握していただけないで

しょうか。本当はドローンで追い払うことができれば理想的だと思いますので、そのような対策も含

めて検討してほしいです。 

また、山が荒れていると獣害が増える側面もあるため、森林整備に限らず関連する対策にも森

林環境税を活用して、多角的な事業を進めていただきたいと考えています。森林から流れ出る有

機物や栄養分が川を下って美川のほうへ流れ、魚が獲れることもあるため、生活に直結する用途

にも使えるお金だと思います。 

しかし以前の話では、使い切れずに積み立てられていると聞きました。大都市では必要性が低く

ても、実際に必要としている地域にしっかりと配分してほしいです。対策の強化をお願いします。毎

年、猟友会の皆さんが鳥獣被害の駆除に尽力してくださっていますが、より根本的で、最新のテク

ノロジーを活用した解決策がないかとも考えています。 

 

（市長） 

最近では、かなり広域にわたってクマが出没しています。森林環境譲与税については様々な使

い方をさせていただいております。今あったようなご提言も、また担当と話したいと思います。 
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（参加者） 

河内には登山道として 3、4 コースがあり、毎年そこを草刈りしていますが、もう限界に来ている

と感じています。参加者の高齢化が進み、手伝ってくれる人が非常に少なくなりました。もしやめて

しまえば、せっかく整備された登山道が草ぼうぼうになり、どこが道かわからなくなってしまいます。

それがとても残念で、何とか続けてきましたが、正直もう厳しいという状況です。 

市にもお願いしたことはありますが、費用面の理由で対応できないと言われました。何とかして

もらえないものでしょうか。 

 

（市長） 

これまで、登山道の草刈りは、その登山道を熟知した地元の方に愛着をもって実施していただい

ており、この方法が市にとっても、地元にとっても、また、登山者にとっても最良の方法と思っており

ます。しかしながら、どうしても地元での実施が不可能となった場合は草刈りの範囲等も含め協議

検討したいと思いますので、ご相談いただけたらと思います。 

吉野谷の瀬波をご存じでしょうか。オンソリ山側の登山道は、民間の形態で整備・運営する手法

を取り入れ、キャンプ場化など民間による施工で対応しており、市は直接関与していません。 

登山道の整備については、市内の登山道と言っても市ではなく県であったり国であったりします。

平成 27年に中ノ川という尾口の尾添川の上流が崩れたことがあり、手取川に流れこんで市内の

平野部も泥だらけになりました。対応は農林水産省、林野庁が行いました。この前は吉岡の方で崩

落がありましたが、あれは土木ではなく、農林が対応しました。担当がそれぞれ分かれているため、

所管の確認が必要です。登山道も本当はいろいろとできればいいと思っています。 

林道についても崩れている箇所を順次復旧しなければなりません。令和 4年 8月の豪雨で崩

れた場所はまだ大変な状況で、白山ろくに同様の箇所が多数あり、作業用の林道も未復旧のまま

です。現在予算を確保してできるだけ早く工事を進めようとしていますが、作業期間が限られるた

め一度に全部はできません。1 つの林道を直して奥へ進むと、さらに崩れている箇所が出てきます。 

 

（参加者） 

線状降水帯がきたら、白山ろくも含めて、多くの市民が退避しないといけない可能性があります。 

 

（市長） 

そのために、あちこちに砂防堰堤をあちこちに整備しています。特に白山の甚之助付近などは地

すべりを押さえて山が動かないように、下に流れている水を流して抜いています。水の量も相当多

いと思います。そういう作業は国土交通省で、砂防堰堤は県などにやっていただいています。諸々

県や国と連携してやっていますが、一度に全てはできないのが現状です。 
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（参加者） 

大きな登山道から福岡地区に至る林道があります。人が通行することで、獣の生息域と人間の

活動域が交錯するグレーゾーンが生じています。何もせずに放置するより、林道の草を刈って視界

を確保することで、ある程度クマなどが近寄りにくくなると考えられます。 

林道は木材搬出や林業経営のためだけのものではなく、野生動物と人間の共存・住み分けとい

う観点からも重要です。その整備や管理に森林環境税を活用することも検討してよいのではない

でしょうか。 

 

 

◆ 老朽化した施設や、温泉についてどのように考えていますか 

（参加者） 

河内村時代に作った、めおと岩温泉ラクヨウ、河内地場産業センター、清流、旧河内村の庁舎も

まだありますが、老朽化していく施設について、今後どのような方針でしょうか。ビジョンや計画は

何かありますか。 

一度にはできないと思いますが、旧庁舎を壊して除雪関係のものを置くとか、除雪車の倉庫にす

るとかいろいろなことが考えられます。これは各地区の支所やサービスセンター存続にも関わると

思います。人口が少なくなると、施設や窓口関係もだんだんなくなっていくので心配しています。ど

ういったお考えでしょうか。 

 

（市長） 

老朽施設については、担当として行政経営課を設置し、人員を増やしました。白山ろくだけでは

なく、市内いたるところに合併前に整備した老朽施設がたくさんあります。それをどう使っていくか

考えていますが、一度にはできず、なかなか計画通りに進んでいません。 

例えばラクヨウについては、故障で休館していましたが、一旦直して使おうと思ったら、別のとこ

ろが壊れ、今それを直すのに時間がかかっています。基本的には直して使おうと思いますが、ただ

それが今後どうなってくるか。また、清流に関しては、現在は指定管理業者に運営していただいて

いますが、今後どうしていくか検討していきます。河内小学校は建て替えしましたが、隣の施設は

いろいろ物が入ったままになっています。 

そのようなことも含めて、行政経営課で計画を立てて、どんな使い方をするか検討します。旧白

峰村、旧尾口村の庁舎も残っていますし、吉野谷の小中学校と寄宿舎、白峰中学校もそのままに

なっています。白山ろくだけでも多くの施設がそのままの状態です。 

 

（参加者） 

ラクヨウはお湯の質がいいです。昭和終わりのふるさと創生一億円事業で温泉を掘って建てま

した。ろ過機が壊れているのはもともとの温泉が濁っているからです。もともと、費用対効果という
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よりは、住民の健康福祉を目的にした施設ですし、白山ろくに温泉に入りに来る人もたくさんいま

す。費用対効果ということだけではなく、その辺りも考えていただいて存続できるようなかたちにし

てもらえるとありがたいです。 

 

（参加者） 

旧村々にそれぞれ温泉がありますが、どこもみんな老朽化して、壊れては直してという感じです。

どこか 1つに、みんなが来たくなる、温泉を目的にお客さんがたくさん来るような素敵な温泉を建

てるというようなことはできませんか。 

 

（市長） 

白山ろくは温泉でも有名です。どれも中途半端な状態ではなくてというのはいい案かもしれませ

ん。皆さんからご意見をいただいて考えていきたいと思います。 

 存続させていくにしても、費用対効果を考える必要もあります。赤字が続くまま使い続けるのも難

しいです。お客さんにたくさん来ていただくことや、あとは入浴料ですね。いろいろなことが考えら

れます。 

 

 

（市長） 

今日は様々なお話しを聞かせていただきました。コミュニティ組織の取り組みについては、大変

いろいろなことをやっていただいておりますが、今後とも進めていただきたいと思います。また、ご

提言いただいたことを検討して、今後の市政の参考にさせていただければと思います。どうもあり

がとうございました。 


